
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
『
春
日
鹿
曼
荼
羅
』
の
成
立
と 

春
日
明
神
の
神
託
に
つ
い
て

田
　
渕
　
花
　
歩

は
じ
め
に

こ
れ
ま
で
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
の
春
日
鹿
曼
荼
羅
（
以
下
、
大
阪
市
美
本

と
称
す
る
）【
口
絵
4
】
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
は
、
筆
者
が
調
べ
る
限
り
で

は
石
川
知
彦
氏
が
当
館
に
所
蔵
・
寄
託
さ
れ
て
い
る
春
日
鹿
曼
荼
羅
に
つ
い
て

資
料
紹
介
を
行
っ
た
論
考（

（
（

と
、
筆
者
が
昨
年
度
（
令
和
六
年
）
の
「
大
阪
市
立

美
術
館
紀
要
」
第
二
十
四
号
に
て
発
表
し
た
研
究
ノ
ー
ト
を
挙
げ
る
程
度
で
あ

る
。
本
稿
で
は
昨
年
の
研
究
ノ
ー
ト
で
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
当
時
の

信
仰
と
本
品
の
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

一
、
大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
の
春
日
鹿
曼
荼
羅
の
表
現
に
つ
い
て

現
存
す
る
春
日
鹿
曼
荼
羅（

（
（

は
お
お
よ
そ
三
十
幅
あ
る
。
春
日
鹿
曼
荼
羅
と
は

神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八
）
に
常
陸
国
（
現
在
の
茨
城
県
）
の
鹿
島
神
宮
の
祭

神
で
あ
る
武
甕
槌
命
が
神
鹿
に
乗
り
御
蓋
山
に
影
向
し
た
伝
承
を
描
い
た
絵
画

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
背
景
と
し
て
御
蓋
山
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
、
大
阪
市
美
本
に
は
御
蓋
山
ど
こ
ろ
か
背
景
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
同
様
に

背
景
が
描
か
れ
て
い
な
い
春
日
鹿
曼
荼
羅
に
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
本
（
十
四
世
紀
）、

東
京
国
立
博
物
館
本
（
十
五
世
紀
）
や
善
根
寺
町
春
日
講
本
（
十
七
世
紀
）
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
特
徴
は
神
鹿
が
全
面
に
描
か
れ
て
お
り
、
来
迎

の
様
子
描
く
と
い
う
意
図
が
少
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

大
阪
市
美
本
に
は
神
鹿
の
下
に
、
大
き
な
鳥
居
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
鳥
居

を
描
く
鹿
曼
荼
羅
と
し
て
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
本（
十
三
～
十
四
世
紀
）【
挿

図
1
】
も
当
て
は
ま
る
が
、
御
蓋
山
な
ど
春
日
の
風
景
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

鳥
居
の
み
を
描
く
こ
と
に
大
阪
市
美
本
の
特
徴
が
あ
る
。

神
鹿
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
調
べ
た
中
で
は
唯
一
の
表
現
方
法
が
な

【挿図 1】�重要文化財　春日鹿曼荼羅　奈良
国立博物館所蔵　出典：ColBase
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さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
鹿
曼
荼
羅
で
は
神
鹿
は
左
ま
た
は
右
の
側
面
か
ら
見
た

姿
で
描
か
れ
て
い
る
が
、
大
阪
市
美
本
の
神
鹿
の
体
は
ほ
ぼ
正
面
を
向
く
形
で

表
現
さ
れ
て
い
る
。
身
に
着
け
て
い
る
鞍
に
立
つ
榊
の
上
に
あ
る
円
鏡
は
放
射

線
状
の
九
つ
の
光
を
放
つ
類
を
見
な
い
表
現
が
さ
れ
て
い
る
。
他
の
鹿
曼
荼
羅

で
は
円
鏡
の
中
や
周
囲
に
ホ
ト
ケ
や
梵
字
が
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ

の
よ
う
な
表
現
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
石
川
知
彦
氏
が
指
摘
し
て
い
る
通
り
、

榊
の
根
本
に
は
、
金
泥
塗
の
反
花
、
敷
茄
子
、
緑
青
を
賦
彩
し
た
蓮
弁
、
蓮
肉

と
い
っ
た
ホ
ト
ケ
の
存
在
を
表
す
台
座
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
阪
市
美
本
は
一
般
に
流
布
し
て
い
る
春
日
鹿
曼
荼
羅

と
は
別
系
統
で
あ
る
こ
と
を
ひ
と
ま
ず
認
め
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

大
阪
市
美
本
は
画
幅
の
両
端
に
は
次
に
挙
げ
る
墨
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
墨

書
は
上
段
の
神
託
と
下
段
の
発
願
文
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
神
託

【
挿
図
2
】
を
見
よ
う
。

雖
曳
千
日
注
連
不
至
邪
見
之
家

雖
為
重
服
深
厚
必
至
慈
悲
之
室

（
旧
漢
字
は
今
日
使
用
し
て
い
る
漢
字
に
改
め
た
）

【挿図 2】�春日鹿曼荼羅　�
大阪市立美術館所蔵

こ
れ
が
神
託
で
あ
る
こ
と
は
、「
三
社
託
宣
」（

（
（

【
挿
図
3
】
に
同
じ
文
言
が
見
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
三
社
託
宣
と
は
天
照
皇
太
神
宮
、
八
幡
大
菩
薩
、

春
日
大
明
神
の
三
社
の
神
託
を
一
幅
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

【挿図 3】�三社託宣　奈良国立博物館
所蔵　出典：ColBase

ま
た
、
大
阪
市
美
本
の
銘
文
は
下
方
に
記
さ
れ
て
い
る
墨
書
【
挿
図
4
】
に

よ
っ
て
こ
の
作
品
の
用
途
、
製
作
時
期
と
発
願
者
が
わ
か
る
。

　

春
日
社
大
宮
方
住
京
神
人
之
本
尊

　

応
永
十
三
年
霜
月
日　

願
主　

性
元

（
旧
漢
字
は
今
日
使
用
し
て
い
る
漢
字
に
改
め
た
）

【挿図 4】�春日鹿曼荼羅　�
大阪市立美術館所蔵

「
神
人
」
と
は
春
日
社
司
の
被
官
と
し
て
、
有
力
社
寺
領
に
鎮
守
社
神
主
兼
荘

官
と
し
て
常
駐
し
た
も
の
を
い
う
。
な
か
で
も
京
都
在
住
の
神
人
を
「
春
日
住

京
神
人
」
と
呼
ん
だ
こ
と
か
ら
、
大
阪
市
美
本
は
彼
ら
の
本
尊
と
し
て
制
作
さ
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れ
、
発
願
者
の
性
元
は
京
都
に
い
る
春
日
社
の
神
人
と
推
測
で
き
る（

（
（

。

二
、
大
阪
市
美
本
の
神
託
に
つ
い
て
考
え
る

さ
て
、
第
一
章
に
て
大
阪
市
美
本
に
は
三
社
託
宣
に
見
受
け
ら
れ
る
春
日
明

神
の
託
宣
文
が
記
さ
れ
て
い
る
と
示
し
た
。
こ
の
春
日
明
神
の
神
託
を
含
め
三

社
託
宣
は
い
つ
頃
、
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
成
立
年
代
や
成
立

地
に
つ
い
て
は
平
安
時
代
末
期
や
鎌
倉
時
代
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
広
く
定
着
を

し
た
の
は
室
町
時
代
と
考
え
る
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
平
泉
澄
氏
の
研
究（

（
（

に
よ
る
と
宝
徳
十
五
年
（
一
四
五
一
）
に
は
『
三
社
託
宣
』
の
存
在
の
確
認
が

さ
れ
、
ま
た
応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）
頃
成
立
の
『
醍
醐
枝
葉
抄
』
に
も

三
社
託
宣
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
え
る
か
ら
、
遅
く
と
も
十
五
世
紀
初
頭
に
は

成
立
し
て
い
た
と
い
う（

（
（

。

大
阪
市
美
本
の
銘
文
に
戻
る
。
墨
書
に
見
え
る
発
願
の
日
付
は
応
永
十
三
年

（
一
四
〇
六
）
霜
月
（
十
一
月
）
日
で
あ
る
。
応
永
二
十
四
年
（
一
四
一
七
）

頃
成
立
の
『
醍
醐
枝
葉
抄
』
よ
り
も
十
一
年
早
く
、
春
日
明
神
の
託
宣
が
成
立

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
春
日
神
鹿
を
描
く
大
阪
市
美
本
で
は
春
日
明
神
の
神

託
を
記
せ
ば
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
一
つ
の
可
能
性
と

し
て
三
社
託
宣
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
前
に
三
社
の
託
宣
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
ま
つ

ら
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
大
阪
市
美
本
は
そ
の
時
期
の
品
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
神
託
を
読
み
下
す
と
、「
千
日
注
連
を
曳
く
と
い
え
ど
も
邪
見
の
家

に
は
至
ら
ず
、
重
服
深
厚
た
り
と
い
え
ど
も
必
ず
慈
悲
の
室
に
至
る
」
と
な
り
、

対
句
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
意
味
は
千
日
間
注
連
縄
を
め
ぐ
ら
し
た

と
こ
ろ
で
邪
見
の
家
に
は
（
注
連
の
力
は
）
至
ら
ず
、
奥
深
く
に
あ
っ
て
も
必

ず
慈
悲
の
部
屋
に
は
（
注
連
の
力
は
）
届
く
、
と
解
釈
で
き
る
。「
邪
見
の
家
」

と
い
う
穏
や
か
で
な
い
表
現
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
応
永
十
三
年
頃
に
京
都
の

春
日
神
人
の
周
辺
で
何
ら
か
の
不
祥
事
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
手

が
か
り
と
な
る
資
料
を
『
大
日
本
史
料
』（

（
（

に
所
収
さ
れ
て
い
る
「
荒
暦
」
同
年

正
月
二
十
一
日
条
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、

正
月
廿
一
日
、
頭
中
朝
将
来
、
奉
日
祭
事
示
之
、
仍
謁
之
了
、
就
其
希
代

不
思
議
事
出
来
、
所
詮
近
衙
使
事
公
雅
臣
今
度
理
運
之
間
、
定
可
被
仰
下

歟
之
由
、
内
々
令
用
意
之
処
三
條
中
納
言
所
召
仕
下
女
、
四
十
許
者
也
、

於
彼
家
中
死
去
、
然
面
未
終
間
、
命
以
前
被
取
出
之
間
、
無
觸
穢
疑
之
由
、

此
朝
令
申
之
間
、
無
子
細
之
由
相
存
之
処
、
内
府
禅
門
官
仕
青
女
、
廿
許

也
、
昨
日
俄
在
乱
、
称
春
日
大
明
神
詫
宣
云
、
此
家
中
已
穢
了
、
然
而
以

汚
穢
不
浄
之
身
、
可
参
勤
祭
礼
使
哉
、
太
不
可
然
云
々
、
仍
彼
死
人
事
令

糾
明
之
処
、
実
自
一
昨
日
閉
眼
事
切
了
、
而
翌
日
取
出
之
、
称
不
穢
之
由

云
々
、
〇
中
略
、
去
年
春
日
祭
ニ
、
公
豊
ノ
下
女
月
水
ノ
穢
ヲ
憚
ラ
ズ
参

詣
セ
シ
コ
ト
ニ
カ
、
ル
、
十
二
年
十
一
月
四
日
の
篠
ニ
収
ム
、
尤
奇
異
不

可
說
事
也
、
雖
未
代
神
明
冥
鑑
可
恐
可
貴
云
々
、

（
旧
漢
字
は
今
日
使
用
し
て
い
る
漢
字
に
改
め
た
）

と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
一
月
二
十
一
日
に

こ
の
年
の
春
に
行
わ
れ
る
春
日
祭
使
に
決
ま
っ
て
い
た
正
親
町
三
条
公
雅
、
三

条
西
実
清
家
の
下
女
が
自
邸
で
死
去
し
た
た
め
他
所
へ
移
し
、
穢
れ
は
な
い
と

い
う
申
し
立
て
を
し
た
が
、
前
日
に
正
親
町
公
豊
の
下
女
が
に
わ
か
に
狂
乱

し
、
春
日
大
明
神
の
託
宣
と
し
て
、
こ
の
家
は
不
浄
で
あ
る
と
述
べ
た
。
改
め

て
調
べ
た
と
こ
ろ
十
九
日
に
下
女
が
死
去
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
見
え

る
。『
春
日
祭
』
と
は
、
嘉
祥
二
年
（
八
四
九
年
）
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
勅

祭
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
以
降
は
三
月
十
三
日
（
新
暦
）
に
統

一
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
旧
暦
の
二
月
と
十
一
月
の
上
の
申
の
日
に
行
わ
れ
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て
い
た
。
応
永
十
三
年
十
一
月
が
描
か
れ
た
大
阪
市
美
本
に
見
え
る
春
日
明
神

の
託
宣
「
雖
曳
千
日
注
連
不
至
邪
見
之
家
」「
雖
為
重
服
深
厚
必
至
慈
悲
之
室
」

は
、
そ
の
年
の
一
月
の
不
浄
事
件
を
受
け
て
の
神
託
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。「
荒
暦
」
の
記
録
に
は
託
宣
文
に
つ
い
て
の
詳
細
は
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
下
女
が
述
べ
た
と
い
う
託
宣
文
こ
そ
、
大
阪
市
美
本
の
墨
書
に
見
え

る
神
託
文
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
阪
市
美
本
は
、

応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
十
一
月
の
春
日
祭
に
際
し
て
一
月
に
起
き
た
不
浄

事
件
を
祓
い
浄
め
る
こ
と
を
願
い
、
神
人
の
性
元
が
発
願
し
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

本
来
の
春
日
鹿
曼
荼
羅
は
、
日
常
的
に
春
日
社
へ
参
拝
の
で
き
な
い
貴
族
や

春
日
講
と
呼
ば
れ
る
地
域
単
位
で
「
講
」
を
組
み
行
わ
れ
た
春
日
信
仰
の
本
尊

と
し
て
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
大
阪
市
美
本
は
こ
の
信
仰
と
は
少
し
趣

の
違
う
制
作
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
御
蓋
山
を
描
か
な
い
と

い
っ
た
ほ
か
の
春
日
鹿
曼
荼
羅
と
は
異
な
る
表
現
も
そ
れ
に
起
因
し
て
い
る
と

推
測
さ
れ
る
。
大
阪
市
美
本
は
墨
書
以
外
に
詳
し
い
来
歴
が
不
明
の
た
め
、
す

べ
て
憶
測
の
範
囲
を
出
る
こ
と
は
な
い
が
制
作
の
背
景
と
し
て
ひ
と
つ
の
指
針

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

三
、
今
後
の
課
題

以
上
、
大
阪
市
美
本
が
制
作
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
墨
書
が
書
か
れ
た
神
託

を
手
が
か
り
に
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
墨
書
に
お
い
て
も
春
日
鹿
曼
荼

羅
は
、
春
日
社
を
直
接
礼
拝
す
る
人
々
の
た
め
に
作
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
い
当

時
の
人
々
の
信
仰
に
対
す
る
価
値
観
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
結
果
と
な
っ

た
。
筆
者
の
知
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
春
日
鹿
曼
荼
羅
や
春
日
宮
曼
荼
羅
が
制
作

さ
れ
た
経
緯
や
時
代
背
景
を
考
察
し
た
研
究
は
な
か
っ
た
が
、
応
永
十
三
年
の

不
浄
事
件
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
て
新
た
な
曼
荼
羅
が
発
願
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
点
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
と
思
う
。
本
稿
が
春
日
鹿
曼
荼
羅
や
三
社
託

宣
の
研
究
に
何
ら
か
の
寄
与
が
あ
れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
あ
る
。

お
わ
り
に

今
回
は
、
当
館
の
所
蔵
す
る
「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
に
つ
い
て
当
時
の
春
日
信

仰
と
曼
荼
羅
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
限
ら
れ
た
初
見
で
あ
る

が
大
阪
市
美
本
の
制
作
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
少
し
考
え
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
神
鹿
の
特
異
な
描
か
れ
方
に
つ
い
て
前
年
度
よ
り
理
解
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
、
作
品
の
描
か
れ
た
背
景
に
大
き
な
要
因
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

今
後
さ
ら
に
春
日
鹿
曼
荼
羅
だ
け
で
は
な
く
、
春
日
信
仰
に
つ
い
て
解
釈
を
進

め
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
さ
い
ご
に
、
垂
迹
思
想
や
春
日
信
仰
に

対
す
る
先
行
研
究
の
浅
学
や
考
え
の
相
違
に
つ
い
て
お
断
り
す
る
と
と
も
に
大

方
の
叱
責
を
何
卒
頂
戴
し
た
く
存
じ
る
。

註1	

石
川
知
彦
〈
資
料
紹
介
〉「
春
日
鹿
曼
荼
羅
の
二
、
三
の
作
例
と
春
日
本
地
仏
」（『
大

阪
市
立
美
術
館
紀
要　

第
八
号
』
大
阪
市
立
美
術
館　

一
九
八
八
年
）

2	

「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」
に
関
す
る
情
報
は
以
下
を
主
参
考
と
し
た
。
重
富
滋
子
「
春
日

信
仰
に
お
け
る
神
鹿
と
そ
の
造
形
」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
美
学
・
美
術
史
学
科
報

（
十
六
）』
一
九
八
八
年
）、
松
村
政
雄
〈
解
説
〉「
春
日
鹿
曼
荼
羅
」（『
國
華　

第
八

七
一
号
』
國
華
社　

一
九
六
四
年
）、
景
山
春
樹
「
春
日
の
鹿
曼
荼
羅
―
古
代
信
仰
の

標
型
と
し
て
―
」（『
國
華　

第
九
八
一
号
』國
華
社　

一
九
七
五
年
）、
伊
藤
久
美「
春

日
鹿
曼
荼
羅
図
」（『
國
華　

第
一
五
三
七
号
』
國
華
社　

二
〇
二
三
年
）、「
特
別
展　

春
日
大
社　

千
年
の
至
宝
」（
東
京
国
立
博
物
館　

二
〇
一
七
年
）、「
国
宝　

創
建
一

二
五
〇
年
記
念
特
別
展　

春
日
大
社
の
す
べ
て
」（
奈
良
国
立
博
物
館　

二
〇
一
八
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年
）、「
特
別
陳
列　

お
ん
祭
り
と
春
日
信
仰
の
美
術

－

特
集　

神
鹿
の
造
形

－

」（
奈

良
国
立
博
物
館　

二
〇
二
〇
年
）

3	
八
木
意
知
男
『『
三
社
託
宣
』
の
研
究
と
資
料
』（
京
都
女
子
大
学　

二
〇
一
一
年 

一

〜
二
十
五
頁
）

4	

「
春
日
神
人
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
情
報
以
下
を
主
参
考
と
し
た
。
永
島
福
太
郎
『
奈

良
』（
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
三
年
）、
松
村
和
歌
子
「
春
日
の
神
人
（
祢
宜
）
に
つ

い
て
」（『
春
日
大
社
年
表
』
春
日
大
社　

二
〇
〇
三
年
）、「
春
日
神
人
」『
国
史
大
辞

典　

三
』）（
三
〇
二
、
三
〇
三
頁 

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
三
年
）

5	

平
泉
澄
『
中
世
に
於
け
る
精
神
生
活
』（
至
文
堂　

一
九
二
六
年
）

6	

前
掲
註
4
『『
三
社
託
宣
』
の
研
究
と
資
料
』（
七
、
八
頁　

二
〇
一
一
年　

参
照
）

7	

東
京
帝
国
大
学『
大
日
本
史
料　

第
七
篇
之
七
』（
八
三
九
、八
四
〇
頁　

一
九
三
七
年
）

【
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謝
辞本

稿
の
執
筆
に
際
し
、
左
記
の
方
に
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
国
立
博
物
館
中
川
あ
や
教
育
室
長
、
大
阪
市
立
美
術
館
内
藤
栄
館
長
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